国際糖尿病連合、糖尿病などの非伝染性疾病に、政府が力を入れ予算を使うように要求
ベルギー、ブリュッセル--(Marketwire - 2009年5月11日) - 国際糖尿病連合(IDF)は、理事長のMartin Silink教授が世界各国の政府を訪問し、糖尿病などの非伝染性疾患の深刻な影響を認識し、脅威の軽減のために直ちに行動を起こすように要請したことを、本日発表しました。 

5月10～11日にカタールのドーハで開催されたECOSOC年次閣僚検討会議(AMR)非伝染性疾患地域閣僚会議で、Silink教授は各国政府・国連(UN)・世界保健機構(WHO)に、糖尿病などの非伝染性疾患が世界の保健に与える影響を認識し、国連ミレニアム目標(MDG)と開発支援プログラムに加えるように要請しました。 

Silink理事長は、糖尿病・循環器疾患・がん・慢性呼吸器疾患などの非伝染性疾患が、世界全体の死因の60%にも達しており、それらの死者の大半が低中所得国で発生していると述べました。(1)非伝染性疾患は、各患者や家族に経済的負担が大きい上に、その負担が増していく傾向があり、医療システムや社会に大きな痛手となっています。非伝染性疾患の負担が増大しているにもかかわらず、この問題はMDGに含まれて来ませんでした。 
「糖尿病などの非伝染性疾患の世界的な蔓延は、特に貧しい人々に大きな打撃を与えています。低中所得国では現在、死者の5人に4人が非伝染性疾患で亡くなっています。このような死因の多くを防ぐ低コストの解決策は、まだまだ実現していません。断固とした行動を起こさないと、非伝染性疾患問題は、生活水準向上や教育や経済成長による恩恵を無に帰しかねません。」とSilinkは述べました。 
「世界の糖尿病関係者たちは」とSilinkは続けました。「国連加盟国が糖尿病についての国連決議に従うのを待っています。」 

2006年に国連は、国連決議 61/225「世界糖尿病デー」を採択しました。これは、「糖尿病が、家族や国連加盟国や全世界に深刻なリスクをもたらし、ミレニアム開発目標などの、国際社会が同意している開発目標の達成に大きな障害となるような、治療費のかかる慢性衰弱性疾患であること」を認めたものです。 

湾岸諸国での糖尿病 

国際糖尿病連合理事長が招待されたことは、全世界で糖尿病への関心が高まっていることを示しています。特に湾岸地域に糖尿病が与えている重大な影響の様相は、特に警戒すべきものです。糖尿病の有病率のもっとも高い10か国のうち、5か国は湾岸諸国です。2007年の糖尿病有病率は、カタールで15.2%、バーレーンで15.2%、アラブ首長国連邦で19.5%、サウジアラビアで15.7%、クウェートで14.4%、オマーンで13.1%でした。2025年には、カタールで16.9%、バーレーンで17%、アラブ首長国連邦で21.9%、サウジアラビアで18.4%、クウェートで16.4%、オマーンで14.7%となるでしょう(2)。 
この地域での糖尿病の影響を認識したIDFは、2011年に第21回世界糖尿病会議を、アラブ首長国連邦のドバイで開催する予定です。IDF会議は2年ごとに7つの地域で開催されますが、これは世界最大の医療関係会議のひとつです。連合がドバイに力を注ぐ理由は、急激な都市化の進行、寿命の伸び、経済開発に伴う不健康な生活習慣への移行などにより、過去30年間に中東・北アフリカで2型糖尿病が爆発的に増加しているからです。 
非伝染性疾患対応に関するIDFの確約 

連合では、増加する糖尿病への意識を高め、蔓延を沈静化するための政策の実施を促すような活動をしています。連合では、非伝染性疾患に関心をもつ他のNGOとも協業しています。 
国際糖尿病連合は世界保健総会と共同で、開発に非伝染性疾患が与える影響について特に話し合う会議を、5月19日に開催します。IDFは、世界心臓連合や国際がん撲滅連合などとともにこの会議を主催し、非伝染性疾患についてのメッセージを伝えます。 
WHOによれば、世界で非伝染性疾患の負担が高まっています。これらの疾患への取り組みが、21世紀の主要な開発問題のひとつとなっています(3)。 

「今こそ動くときです」とSilink教授は述べました。「HIV/AIDS・結核・マラリアなどの伝染性疾患に欠かせない薬やワクチンを提供するニーズに、世界が取り組んだのと同じように、今こそ世界が、糖尿病などの非伝染性疾患に必要な薬を提供すべきです。」 
編集者向け注記 

国際糖尿病連合(IDF)は、160か国以上200団体以上の参加協会を統括する組織で、2.50億人以上の糖尿病患者とその家族や、医療提供者を代表しています。IDFの使命は、糖尿病医療・予防・治療法について世界に広く知らしめることです。主要な活動には、糖尿病患者と医療専門家への教育や、公共向け意識喚起キャンペーンや、情報の広報や交換などがあります。IDFは、WHOと正式に関係を結び、国連広報局とも連携している非政府組織(NGO)です。さらに詳しい情報については、www.idf.orgをご覧ください。 
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